
資料１

様々な人の参加と協働で，芦屋の地域福祉を展望します 

〇第 4次芦屋市地域福祉計画策定体制

市民意識調査 関係団体ヒアリング

市民参加による行政・専門職との協働活動の充実

＜題材＞ 
● 市民会議
● 地域福祉アクションプロ 
グラム推進協議会

● 地域発信型ネットワーク

公民協働の取組のアイデアを具体的
な活動へつなぐことや，地域住民の活
動をネットワークでつなぎ・広げる地域
づくりを考えます 

１ 

重層的な支援体制にむけての既存事業・体制の見直し

＜題材＞
●
● 権利擁護支援 
● 生活支援体制整備事業 

重層的支援体制の整備に向け，包
括的相談支援や地域づくり支援の核
となる事業の機能や支援力の向上を
考えます 

２

多様な主体の参加につながるまちづくりの仕組み

＜題材＞
● 「こえる場！」との協働
● つながる居場所づくり
● 参加型のしごとづくり

地域活動を行っている企業・団体等
の多様な分野の人や地域と関わる人
の参加を増やし，つながりの再発見と
創出を考えます 

３

検討チーム A 

◎社会福祉協議会
担当課長， 
市民会議等に関わり
のある市民，関係機
関，社協 

を計画策定の柱とし，地域福祉部会のもとに
「検討チーム」を組織して，テーマに応じた検討を行います 

１ 3~ 

地域福祉計画推進本部

本部 

計画の策定 

幹事会 

具体的な施策の検討

報告

市議会 
民生文教常任委員会

芦屋市社会福祉協議会

情報共有・連携 

事務局：地域福祉課

原案 

◎はリーダー
◆は社協の役割 

検討チーム B 

◎地域共生推進担
当課長， 
関係機関，関係課

検討チーム C 

◎地域福祉課長，
市民，企業・団体等，
関係機関，関係課

社会福祉審議会 

地域福祉部会 

推進・評価等 
計画原案の策定 

◆社協内部の相談体
制を構築します 

◆社協の強みを活かし
協働します 

◆社協が主体となり取
組みます 

懇談



計画書の構成上の処理                     新たな計画項目の分類

                        現状分析として活用するのか  ← 

市民主導
□市民主導の地域福祉活動に関する計画項目  

                       ← 

公民協働
公民協働のシステム                                        □市民と専門家と行政が協働する計画項目
● 地域発信型ネットワーク（A）  
● つながる居場所づくり（C） 
● 生活支援体制整備事業(B) 

□企業等と市民・専門家と行政が協働する計画項目

行政主導
□行政が担う地域福祉の体制整備と支援事業

市民参加による行政・専門職との協働活動の充実

＜題材＞ 
● 市民会議 

● 地域福祉アクションプロ 
グラム推進協議会

公民協働の取組のアイデアを具体的
な活動へつなぐことや，地域住民の活
動をネットワークでつなぎ・広げる地域
づくりを考えます 

１ 

市民意識調査

関係団体ヒアリング

多様な主体の参加につながるまちづくりの仕組み

＜題材＞
● 「こえる場！」との協働
● 参加型のしごとづくり

地域活動を行っている企業・団体等
の多様な分野の人や地域と関わる人
の参加を増やし，つながりの再発見と
創出を考えます 

３ 

重層的な支援体制にむけての既存事業・体制の見直し

＜題材＞
●
● 権利擁護支援 

重層的支援体制の整備に向け，包
括的相談支援や地域づくり支援の核
となる事業の機能や支援力の向上を
考えます 

２ 


